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   Twenty-four patients suffering from prostate hyperplasia were given venous injections of CDZM 
of either 1 or 2 g at specific intervals  (30  min,  I, 2 and 4 hr) before surgery. Blood samples from 
the injected vein and tissue samples from  the prostate were subsequently taken. 
   In this study,  tne concentrations of CDZM in  the prostate tissue (P) and in serum (S), as 
well as the ratio of the tissue to serum concentrations (P/S) were determined. In patients given 
1 g injections, P ranged from  5.26-48.10pg/g, wnile S ranged from  25.40-130.00  pg/m1 and P/S 
ranged from 12.6-37.0%. In the patients given  2  g injections, P 'ranged from  9.40-49.20pg/g, S 
ranged from  62.30-234.00//g/m1 and P/S ranged from 9.3-29.1%. 
   CDZM exhibited excellent transmigration to the prostate tissue. Inflammatory bacteria present 
in prostatitis and urinary tract infections are generally those of E. coli, Proteus p., but because the 
P range was much higher than the ratio of MIC, CDZM is expected to be useful against infections 
in the field of urology. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 40: 365-369, 1994) 





















































時間)に,皮 内反応テス ト施行後,CDZMlgま た
Fig.2,検体採取およびCDZM濃 度測定法
1ま2gを 生 理 食 塩 水20m1に 溶 解 し静 脈 内投 与 し,
術 中 に前 立腺 組 織 お よび静 脈 血 を採 取 した.
前立 腺 組 織 は採 取 後 生理 食 塩 水に て 洗 浄 し,静 脈血
は,3,000rpm×15min.遠心 分 離 を 行 い,-20℃ に
て凍 結保 存 した.
cDzMの 濃 度 測定 法 は,E.coliNIHJJc-2を
検 定 菌 と して,薄 層 カ ッ プ法 を 用 い た(Fig.2).
また,え ら れたCDZMの 濃 度測 定 値 は,Fig.3
に示 すtwocompartmentmode1によ り解 析 した.
解 析 に はIBM5530・TO8コン ピュー タ ーを 用 い,ソ
フ トウエ アは,SASのNLINプ ロ シー ジ ャ ー(非
線形 最 小2乗 法,marguardt法)を利用 した.
結 果
CDZMlg投 与 に お け る前 立腺 組 織 濃 度 は,5.26-
48・10μ9/9,血清 中 濃 度は,25・40-130.00μ9/mlで組
織!血清濃 度 比(P/s)は,12.6-37.o%oであ った.2g
投 与 に おけ る 前立 腺 組 織 内濃 度 は,9.40-49.20μglg,
血 清中 濃 度 は,62・30-234.ooμ9/mlでP/sは,9.3一
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Tabiel.CDZM濃 度測 定 症例 一 覧





lN.N, 1 30 33.20 112.00 29.6
2M,Y. 1 30 48,10 130,00 37.0
3T.Y. 亘 30 28,10 100.00 28.1
4K.K, 1 60 31.90 93.80 34.0
5T,K, 1 60 14.10 77.40 18.2
6S.N. 且 60 10.50 78.10 蓋3.4
7T.T, 1 120 8.】4 64.65 12.6
8S.H, 1 120 8.89 63.60 14.0
9S.H, 1 120 15,40 83.20 18.5
10K.Y。 1 240 6.48 34.40 18.8
11Y.U. 1 240 5.26 25.40 20.7
12Y.H. 1 240 13.60 39.60 34.3
13K.N. 2 30 45.90 203.00 22.6
14G,1. 2 30 45.40 234.00 19.4
151.Y. 2 30 49.20 217.00 22.7
16T.G. 2 60 19.80 100.00 19.8
17Y.1, 2 60 32.10 182.00 17.6
18Y.K. 2 60 40.70 147.00 27.7
19Y.M. 2 120 17.10 110.50 15.5
20K.A. 2 120 33.60 127.50 26.4
21K.K, 2 120 10.OO 108.00 9.3
22S.H, 2 240 29.50 114.00 25.9
23Y.1, 2 240 18,10 62,30 26。1

















































































各 測定 値 よ りsimulationcurveを作成 し,組 織
血 清 いず れ もtwocompartmentmodelで近 似 す る






それ ぞ れ の半 減 期 は2.27,3。76時間 で,areaunder
curve(AUC)より導 きだ した前 立腺 へ の組 織移 行 率
は27。23%であ った(Fig・4)・ま た29投 与 にお け
る血 清,組 織 それ ぞれ の 半減 期 は2.27,2.29時間 で
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AUCよ り導 きだ した 前 立腺 へ の 組織 移 行 率 は24.18
%で あ った(Fig.5),また,そ の他 の薬 動 力学 定 数 お
よびsimulation式はTable2に ま とめ た.
考 察
前立 腺疾 患 に対 し抗 生物 質製 剤 は,細 菌 性前 立 腺 炎
の 治療 あ る いは 前立 腺疾 患 術 後 の感 染予 防 と して多 く
使 用 され て い る.そ して使 用 時 に おい ては,各 薬 剤 の
前 立腺 組 織 内へ の移 行 性 が薬 剤選 択 の判 断 の指 標 とな
りうる と考 え られ る.
前立 腺 に おけ る感 染症 は,泌 尿器 科外 来 の1.7-24.7
%で あ る といわ れ てい るll).CDZMは,セ フ ェム系
に 属 す る 静 注 用抗 生 物 質 で β ラ クタ マ ーゼ に安 定 で
あ り,前 立腺 炎 の 起 炎菌 と して 検 出頻 度 の 高 いE.
`oli,1【・Pneumoniae,P一ηぬ う流5,P・vutgarisに対
してMIC80は,そ れ ぞ れ0,2,0.39,0.1,0.3gμg
/mlと良好 な 抗菌 活 性 を 示 し て お り,Ig投 与 に お
け る前 立腺 組 織 内濃 度 は,12時間後 に お いて もそれ ら
のMlc80を 上 回 って い る(Fig.6).一方,前 立 腺 へ
の組 織移 行 性 につ いて 他剤 と比 較す る とP/S3.8-70
%で 平均30%前後12m16)で,今回 のCDZMを 用 い た
治研 で は,P/s9.3-37,1%であ り特 に移 行 が優 れ て い
るわ け では な か った,し か し,他 剤に お いて そ のP/
Sは経時的に測定しているにすぎず,AUCよ りP!
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